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ンとして抽出した。それらに対して同一の評価用語 24項目を用いて 1から 4の評価得点によ
る女子学生 230名による評価を質問紙による集合調査法で得た。これらに主成分分析を適用
した。第 1主成分として「女性らしい愛されスタイル」、第 2主成分として「個性的なこだわ
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解析へのアプローチをファッション情報の受容と購買行動への誘因の検討に主眼をおいてい
る。 
感性で扱われることが多いファッション意識をアンケートに基づき、縮約というアプロー
チで数量化解析を試みている。すなわち、本研究では、多様な女子学生のファッション意識
を多次元で取り出し、その後、統計学の手法で次元数低減化、つまり、縮約し可視化や議論
を容易とする表現とした。3 つの事例を通して女子学生のファッション意識を構成する要因
を抽出して取りまとめることが本研究の目的である。研究対象は、若年世代の代表的社会階
層の一つである女子学生である。 
第 1の事例では、20歳代女性の着装に対して生じる印象がいかなる要因で形成されるかを
解明した。着装の与える印象は多様であるが、いくつかの系統に類型化できる可能性がある。
それによる特徴的な印象効果は、受け手である若い女性たちに共通因子として認識されてい
ることを明らかにした。すなわち、女子学生は全体として共通した認識を有し、類型化ファ
ッションを識別評価していることを数量的に明らかにした。 
第 2の事例では、女子学生のファッション行動の意識と 2011年春夏の流行アイテムをアン
ケート調査で明らかにした。また、流行アイテムのファッション雑誌の掲載数を調査するこ
とでトレンドの解析をした。流行追随意識の高い学生と低い学生の 2つのグループにおいて、
マキシ丈ワンピースとバギーパンツに統計学的差異が認められ 2011 年春夏シーズンの注目
アイテムであることが推察された。ファッション雑誌 3誌からのトレンド解析からマキシ丈
ワンピースの流行は、20～30代にかけての若い女性に共通の時間軸で存在することが明らか
となったが、一方で、本論文の対象である 20歳前後の女子学生抜きには、なしえないことが
判った。とらえどころなくも見えるファッション雑誌の中からも写真掲載数を調査する方法
で、ファッション情報を縮約し、女子学生のファッション意識が流行を支えていることが示
された。 
第 3の事例では、限定的対象である女子学生、その世代に特有な意識構造、つまり母親の
存在が女子学生のファッションの購買行動にいかに影響するかを研究の対象として注目した。
本研究での要因構成によれば、母娘の親密度合いにおける変化の程度は母娘の買い物行動の
変化の程度に応じて係数 0.71で変化すると言える。母娘の関係については、親子の結びつき
や家族関係の解釈といった視点で研究がこれまでされてきたが、本論文のようにファッショ
ンアイテムの購買行動への影響を明らかにしたものはない。ファッションというテーマでそ
の因果関係を数量的に明らかにしたのが、この研究による特筆しうる成果である。 
本研究においては、女子学生のファッション意識を把えるに際して、数量的な解析アプロ
ーチを展開した。ファッションの類型化の認識、ファッション情報の受容、母娘関係による
購買行動への誘因の事例解明を通じてファッションに内在する特質を明らかにした。こうし
た成果は、今後のファッション産業の展開における基礎情報として貢献しうる優れた業績で
ある。よって、審査員一同は、博士（学術）の学位論文に十分に値するものと認めた。 
